
未来をつくる　先端研究施設を東北へ
モノづくり産業の技術革新をサポート

　
東
日
本
大
震
災
後
の
モ
ノ
づ
く
り
産
業
の
革
新
を
促
す
二
つ
の
先
端
研
究
施
設

の
構
想
が
東
北
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
は
岩
手
県
が

復
興
計
画
に
も
盛
り
込
ん
だ
「
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー

略
称
Ｉ
Ｌ
Ｃ

」
構

想
と
東
北
地
域
の
７
国
立
大
学
の
研
究
者
ら
が
打
ち
出
し
た
「
東
日
本
に
お
け
る

新
時
代
中
型
高
輝
度
放
射
光
施
設
」
構
想
だ
。
現
時
点
で
Ｉ
Ｌ
Ｃ
は

年
以
上
の

長
期
的
な
視
点
で
動
い
て
い
る
。
一
方
で
東
北
地
域
へ
の
放
射
光
施
設
構
想
は
、

構
想
実
現
ま
で
に
要
す
る
時
間
を
建
設
期
間
を
含
め
３
年
以
内
を
目
指
す
。
両
構

想
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
東
北
へ
の
第
一
線
の
研
究
者
の
集
結
や
産
業
基
盤
の
段

階
的
な
高
度
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ＩＬＣの構想図
（高エネルギー加速器研究機構提供 ）

Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
復
興
の
象
徴
に

放
射
光
施
設
構
想
実
現
へ

東北地域の７国立大の有志
がまとめた構想の趣意書

数
十
年
の
長
期
的
国
際
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
産
業
振
興
、
経
済
効
果
は
５
兆
円

全
長
―
�
の
直
線
型
加
速
器
建
設

ＩＬＣ
国際リニアコライダー

　
Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
世
界
の
物
理
学
者
が
共

同
で
計
画
し
て
い
る
国
際
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
実
験
施
設
の
建
設
に

年
、
運
用
に

年
も
の
時
間
を
費
や

す
大
が
か
り
な
計
画
だ
。

　
地
下
１
０
０

に
ト
ン
ネ
ル
を
掘

り
、
全
長

―

に
及
ぶ
巨
大

な
直
線
型
加
速
器
を
建
設
。
そ
の
中

で
電
子
と
陽
電
子
を
光
速
で
正
面
衝

突
さ
せ
、
発
生
す
る
素
粒
子
を
観
測

す
る
。
電
子
と
陽
電
子
の
衝
突
に
よ

り
、
素
粒
子
に
質
量
が
な
か
っ
た
と

い
う
宇
宙
誕
生
の
瞬
間

ビ
ッ
グ
バ

ン

を
再
現
。
質
量
の
起
源
を
調
べ

る
こ
と
で
、
物
質
に
重
さ
が
あ
る
理

由
の
解
明
に
つ
な
げ
る
。

研
究
者
ら
建
設
提
案
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
に
も
プ
ラ
ス

（ ） 【企画特集】 ２０１２年 平成２４年 ３月３０日 金曜日 　　

　
次
世
代
の
巨
大
加
速
器

「
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ

ー
」

Ｉ
Ｌ
Ｃ

を
東
北
に

誘
致
す
る
活
動
が
進
行
し
て

い
る
。
誘
致
で
き
れ
ば
世
界

の
研
究
者
ら
が
集
ま
る
国
際

研
究
都
市
が
形
成
さ
れ
る
こ

と
で
５
兆
円
も
の
経
済
効
果

が
見
込
め
る
。
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
を
目
指
す
東

北
に
と
っ
て
、
「
象
徴
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

高
橋
宏

明
東
北
経
済
連
合
会
会
長

と
し
て
期
待
が
高
ま
る
。

　
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
建
設
地
は
現
時

点
で
決
ま
っ
て
い
な
い
。
２

０
１
４
年
以
降
に
世
界
の
い

ず
れ
か
１
カ
所
に
絞
り
込
ま

れ
る
見
通
し
だ
。
建
設
地
の

条
件
に
は
広
大
な
敷
地
が
確

保
で
き
る
こ
と
の
ほ
か
、
精

密
機
器
を
使
う
た
め
、
人
工

振
動
や
活
断
層
が
な
く
、
固

く
て
安
定
し
た
岩
盤
に
ト
ン

ネ
ル
を
収
容
で
き
る
こ
と
な

ど
が
求
め
ら
れ
る
。

　
欧
州
、
北
米
、
ア
ジ
ア
の

各
地
に
建
設
候
補
地
が
存
在

し
、
こ
の
う
ち
日
本
に
候
補

地
は
２
カ
所
あ
る
。
一
つ
は

九
州
の
脊
振
山
地
、
そ
し
て

せ
ぶ
り

も
う
ひ
と
つ
が
東
北
の
北
上

山
地
と
な
っ
て
い
る
。

　
岩
手
県
の
南
東
部
か

ら
宮
城
県
の
北
端
に
か

け
て
広
が
る
北
上
山
地

に
は
、
硬
質
な
花
こ
う

岩
地
帯
が

以
上

に
分
布
し
、
活
断
層
も

存
在
し
な
い
。
東
日
本

大
震
災
で
も
候
補
地
付

近
に
は
被
害
が
な
か
っ

た
と
い
う
。

　
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
誘
致
で
得

ら
れ
る
経
済
効
果
は
地

域
経
済
に
と
っ
て
大
き
い
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
核
と
し
た
研
究
所

の
集
積
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界

の
研
究
者
が
暮
ら
す
都
市
の

形
成
、
関
連
企
業
の
集
積
な

ど
が
期
待
で
き
る
。
野
村
総

研
に
よ
る
試
算
で
は
、
計
画

初
期
の

年
間
で
研
究
者
と

そ
の
家
族
約
８
５
０
０
人
の

常
駐
が
見
込
め
、
５
・
２
兆

円
も
の
経
済
効
果
が
あ
る
と

い
う
。

　
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
建
設

や
研
究
の
成
果
を
通
じ
、
医

療
、
生
命
科
学
、
新
材
料
、

計
量
計
測
技
術
と
い
っ
た
分

野
で
新
産
業
創
出
が
期
待
で

き
る
な
ど
、
多
く
の
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
岩
手
県
や
宮

城
県
、
東
北
大
学
を
始
め
と

し
た
東
北
の
産
学
官
は
、
連

携
し
て
誘
致
活
動
に
着
手
し

て
い
る
。

年
４
月
に
は
、

誘
致
に
向
け
た
準
備
活
動
に

取
り
組
む
た
め
の
産
学
官
組

織
「
東
北
加
速
器
基
礎
科
学

研
究
会
」
が
発
足
。
同
研
究

会
は
東
北
６
県
の
国
立
大
学

や
自
治
体
、
経
済
団
体
が
会

員
と
な
っ
て
組
織
し
、
事
務

局
を
東
北
経
済
連
合
会
に
置

く
。
こ
れ
ま
で
講
演
会
の
開

催
や
誘
致
環
境
を
整
備
す
る

た
め
の
調
査
活
動
を
実
施
し

て
き
た
が
、
今
後
は
さ
ら
に

活
動
を
強
化
す
る
。

　

年
は
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
に
と

っ
て
重
要
な
年
に
な
り
そ
う

だ
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
準
備
す
る
国

際
チ
ー
ム
が
年
内
に
設
計
に

関
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
る

予
定
で
、
同
報
告
書
は
候
補

地
選
定
の
大
き
な
判
断
材
料

に
な
る
見
通
し
。

　
東
北
加
速
器
基
礎
科
学
研

究
会
は
こ
う
し
た
動
き
を
踏

ま
え
、
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
核
と
し

た
東
北
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
題
す
る
調
査
報
告
書
を
７

月
ま
で
に
作
成
。
誘
致
の
意

義
や
方
向
性
を
明
確
化
し
、

国
へ
の
要
望
活
動
な
ど
に
役

立
て
る
。
さ
ら
に
、
地
質
調

査
活
動
へ
の
後
方
支
援
の
強

化
や
会
員
の
拡
大
な
ど
を
検

討
し
、
産
学
官
一
体
と
な
っ

て
誘
致
の
機
運
を
盛
り
上
げ

て
い
く
考
え
だ
。

　
東
北
地
域
の
７
国
立
大
学

の
研
究
者
ら
が
２
０
１
１
年

月
に
ま
と
め
た
「
東
日
本

に
お
け
る
新
時
代
中
型
高
輝

度
放
射
光
施
設
」
構
想
。
放

射
光
施
設
の
空
白
地
帯
で
も

あ
る
東
北
地
域
へ
の
設
置
を

提
案
す
る
も
の
で
、
東
北
の

モ
ノ
づ
く
り
産
業
の
高
度
化

に
つ
な
げ
る
産
業
利
用
を
大

き
な
狙
い
と
し
て
い
る
。

◇

　
当
初
、
東
北
大
学
は
じ
め

弘
前
、岩
手
、秋
田
、山
形
、宮

城
教
育
、
福
島
の
７
国
立
大

の
約

人
の
研
究
者
に
よ
る

有
志
が
東
北
放
射
光
施
設
検

討
会

仮
称

を
組
織
し
、

構
想
実
現
に
向
け
て
文
部
科

学
省
に
提
案
を
行
っ
た
。
国

際
的
な
競
争
が
高
ま
る
中
、

放
射
光
施
設
の
利
用
で
原
子

・
分
子
レ
ベ
ル
で
の
分
析
や

制
御
に
よ
る
材
料
開
発
、
微

小
電
気
機
械
シ
ス
テ
ム

Ｍ

Ｅ
Ｍ
Ｓ

開
発
な
ど
へ
の
新

た
な
展
開
が
見
込
ま
れ
る
。

検
討
会
の
世
話
幹
事
を
務
め

る
東
北
大
学
多
元
物
質
科
学

研
究
所
元
所
長
の
早
稲
田
嘉

夫
東
北
大
名
誉
教
授
は
「
他

が
追
随
で
き
な
い
モ
ノ
づ
く

り
を
地
域
で
後
押
し
す
る
環

境
を
整
備
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
し
、
放
射
光
施
設

の
設
置
を
震
災
か
ら
の
創
造

的
な
復
興
に
位
置
づ
け
る
。

　
構
想
自
体
は
震
災
か
ら
３

カ
月
後
の
昨
年
６
月
末
ご
ろ

に
数
人
の
有
志
で
検
討
が
ス

タ
ー
ト
。
東
北
全
体
の
求
心

力
と
な
る
研
究
施
設
と
し

て
、
昨
年

月
ま
で
早
稲
田

氏
ら
有
志
研
究
者
が
東
北
地

区
７
国
立
大
の
ト
ッ
プ
ら
に

趣
旨
の
説
明
を
行
い
、
各
学

長
の
賛
同
を
得
た
。
東
日
本

に
お
け
る
新
時
代
中
型
高
輝

度
放
射
光
施
設
の
基
本
構
想

で
は
、
加
速
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

億
電
子
ボ
ル
ト
程
度
の
放

射
光
施
設
の
建
設
を
提
案
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
活

用
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
よ
る
自
前
の
電
源
設
備

の
整
備
も
想
定
す
る
と
い

う
。
役
割
は
、
広
範
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
研
究
を
強

力
に
支
援
す
る
東
日
本
の
拠

点
機
能
を
担
う
点
や
東
北
お

よ
び
周
辺
地
域
で
の
科
学
技

術
・
産
業
技
術
の
革
新
的
振

興
に
よ
る
震
災
か
ら
の
復
興

な
ど
を
掲
げ
る
。

　
施
設
自
体
は
、
西
日
本
地

区
で
稼
働
す
る
ス
プ
リ
ン
グ

エ
イ
ト

兵
庫
県
佐
用
町

な
ど
で
蓄
積
し
た
技
術
は
じ

め
国
内
外
で
稼
働
す
る
放
射

光
施
設
で
得
ら
れ
た
技
術
を

組
み
合
わ
せ
た
コ
ス
ト
も
重

視
し
た
最
先
端
の
リ
ン
グ
型

光
源

周
長
約
３
０
０

の
設
置
を
目
指
す
。
既
存
の

最
先
端
施
設
の
水
準
を
確
保

し
つ
つ
、
建
設
費
は
ス
プ
リ

ン
グ
エ
イ
ト
の
約
５
分
の
１

と
な
る
２
０
０
億
円
程
度
を

見
込
む
。
建
設
期
間
は
蓄
積

さ
れ
た
既
存
の
技
術
を
活
用

す
る
こ
と
で
３
年
間
程
度
と

し
、
４
年
目
に
は
運
転
開
始

が
可
能
と
み
る
。
各
方
面
の

知
見
を
結
集
し
て
、
放
射
光

施
設
の
空
白
地
域
で
も
あ
る

東
北
に
世
界
最
高
水
準
の
施

設
の
建
設
を
提
案
し
て
い

る
。

　
東
北
に
お
け
る
放
射
光
施

設
の
設
置
は
、
国
際
的
な
研

究
者
の
集
結
な
ど
研
究
拠
点

の
整
備
が
見
込
ま
れ
る
。
東

北
放
射
光
施
設
の
設
置
は
、

建
設
場
所
な
ど
詳
細
が
決
ま

れ
ば
建
設
期
間
が
約
３
年

で
、
早
期
の
稼
働
が
可
能
。

震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け

て
、
東
北
へ
の
放
射
光
関
連

の
研
究
者
の
集
結
を
早
期
に

進
め
る
こ
と
で
、
長
期
的
な

計
画
の
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ

ダ
ー

Ｉ
Ｌ
Ｃ

の
誘
致
に

も
プ
ラ
ス
材
料
に
つ
な
げ
よ

う
と
し
て
い
る
。
両
構
想
は

実
現
ま
で
の
時
間
軸
が
大
き

く
異
な
る
ほ
か
、
施
設
の
役

割
な
ど
の
点
で
「
相
乗
効
果

が
期
待
さ
れ
る
」

早
稲
田

氏

と
考
え
て
い
る
。
ま
た

東
北
へ
の
放
射
光
施
設
の
設

置
は
、
西
日
本
エ
リ
ア
で
の

災
害
に
備
え
る
リ
ス
ク
管
理

面
も
強
調
し
て
い
る
。

　
東
北
の
７
国
立
大
は
今

後
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
窓
口
を

設
け
る
な
ど
、
５
月
以
降
に

は
全
体
で
の
構
想
実
現
に
向

け
た
本
格
的
な
議
論
に
踏
み

出
す
見
込
み
。
建
設
場
所
や

運
営
体
制
、
予
算
要
求
の
時

期
や
方
法
、
「
産
」
と
の
連

携
な
ど
具
体
的
な
課
題
を
協

議
し
て
い
く
。
山
形
大
学
で

は
１
月
に
示
し
た

年
の
行

動
計
画
で
、
東
北
地
域
へ
の

放
射
光
施
設
の
設
置
を
目
指

す
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
山

形
大
学
の
飯
塚
博
工
学
部
長

は
「
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
分
野
で
の
利
用
な
ど
学
内

に
お
け
る
研
究
者
の
ニ
ー
ズ

を
探
っ
て
い
る
。
ま
た
各
方

面
で
企
業
の
利
用
も
期
待
で

き
る
」
と
し
て
い
る
。

〈　趣意書に示した研究例　〉


